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○野菜研究所「公開デー」を開催しました ○営農大学校の講義を行いました

○「公開デー」に六戸学園２年生が郊外学 ○JA八戸ながいも専門部が視察研修に訪れました

習で来場しました  ○青森県産業技術センターの令和７年度職員採用

○にんにく共進会が開催されました 試験の応募受付中です（令和８年４月採用）
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令和７年９月５日（金）に野菜研究所と農産

物加工研究所が共催で「公開デー」を開催しま

した。天気予報では降雨情報が出ていましたが、

幸いにも雨は降らず、約460人の来場者で賑わ

いました。当研究所のメイン会場となる車庫内

ホールでは、例年どおり野菜販売、農事相談、

成果パネルの展示並びにミニ講座を行いました。

ミニ講座では、各部の最新の成果として、栽

培部の今研究管理員からは「近年の高温に応じ

たサツマイモのつくりかた」として、温暖化が

進む中で新作物として期待されるサツマイモの

安定生産技術について紹介しました。病害虫管

理部の近藤総括研究管理員からは「近年県内で

確認された野菜の細菌病のはなし」として、青

森県内で初確認された「ネギ腐敗病」と「カボ

チャ果実斑点細菌病」の症状の特徴と耕種的防

除対策についてわかりやすく紹介しました。

野菜研究所「公開デー」を開催しました野菜研究所「公開デー」を開催しました

あおもりの未来
技術でサポート

野菜販売に並ぶ参観者

ミニ講座



品種開発部の對馬研究管理員からは「むかごやいもが多く取れる催芽切いも」とし

て、ナガイモの切いもの腐敗が少なくなる催芽切いもの基本である「キュアリン

グ」や「催芽」「順化」のポイントについて、処理時間や温度、日数を適正に行う

ことで、むかご、成いもが増収することを詳しく紹介しました。

また、研究成果をＰＲする「パネル展示」や来場者の相談事に対応する「農事相

談コーナー」を開設しました。来場者からは普段の野菜栽培で悩んでいることを研

究職員に質問したり、研究成果情報を資料として要望する声が聞かれました。

農事相談に対応する職員

「公開デー」に六戸学園２年生が校外学習で来場しました「公開デー」に六戸学園２年生が校外学習で来場しました

今年度、六戸町に開校した六戸学園の２年生と引率の先生方あわせて約100名が

校外学習として、野菜研究所・農産物加工研究所の公開デーに来場しました。県内

企業が開発した加工品や野菜研究所で使用している農業機械の見学、ナガイモの観

察などを通して野菜研究所や農産物加工研究所の役割や地域との関わりについて学

習してもらいました。学習の最後のまとめでは、説明した前嶋研究管理監にナガイ

モ研究の面白い点や現在の研究している内容についても質問があり、一つ一つ丁寧

に答えていました。

「ミニ講座」や「パネル展示」の意義について説明 生徒にナガイモの育ち方を説明



営農大学校の講義を行いました営農大学校の講義を行いました

共進会の審査の様子

営農大学生に対する講義の様子

10月２日、青森県営農大学校生徒が来所し、野菜

病害虫各論の講義・実習が行われました。毎年２回

に分けて行われる本講義では、野菜病害虫の発生

生態や防除技術などについて、病害虫管理部の研究

員が座学や野外実習により教えています。第２回は、

ナガイモ、ゴボウ、ネギの病害虫を中心に座学とほ

場観察の講義を行いました。生徒は熱心に聞いて、

ほ場では病気や害虫の発生状況を確認していました。

にんにく共進会が開催されましたにんにく共進会が開催されました

JA全農あおもりによるにんにく共進会の審査会が公開デー前日の９月４日に行

われ、県内のニンニクを取り扱っている７農協から合計110点の出品がありました。形状

の揃いや大きさなどの基準に基づく厳正な審査により、最優秀賞1点、優秀賞1点、優

良賞5点が選ばれ、最優秀賞にはJA十和田おいらせ管内の生産者のものが選ばれまし

た。共進会に出品されたニンニクは、毎年公開デーで展示され、今年度も多くの来場

者に好評を得ていました。

ほ場で学生にねぎの害虫を説明する
清川研究員

実験室の顕微鏡で病原菌を説明する
近藤総括研究管理員

にんにく共進会の展示の様子



ＪＡ八戸ながいも専門部が視察研修に訪れましたＪＡ八戸ながいも専門部が視察研修に訪れました

10月15日（水）にＪＡ八戸ながいも専門部が視察研修で野菜研究所に来所しました。

研修では、齊藤主任研究員から「施肥体系がナガイモの形状に及ぼす影響」につい

て、藤澤研究管理員から「ナガイモ栽培における追肥判断及び排水対策」について、

それぞれ最新の研究成果を踏まえて講義しました。参加した生産者からは、雨が多い

場合の追肥の判断方法、胴部の割れの要因、茎葉が多くても地下部が小さい要因に

ついての質問のほか、除草剤と降雨の関係、太みを出す試験などの要望も上がってい

ました。講義終了後には、ほ場を視察し、本年の当研究所のナガイモの生育状況等に

ついて説明しました。

研修室での講義の様子 試験ほ場での概要説明の様子

青森県産業技術センターの令和7年度職員採用試験の
応募受付中です（令和８年４月採用）
青森県産業技術センターの令和7年度職員採用試験の
応募受付中です（令和８年４月採用）

地方独立行政法人青森県産業技術センターの令和7年度職員採用試験（令和８年４

月採用）の応募受付中です。詳しくは産業技術センターのホームページを確認してく

ださい。

【受付期間】

令和７年１１月１１日（火）～１２月１５日（月）

【第１次試験】

令和８年１月１１日（日）：青森市にて

【第２次試験】

令和８年２月中旬（平日）：青森市にて

地方独立行政法人 青森県産業技術センター 野菜研究所
〒033-0071 青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字柳沢91 0176-53-7171

※試験案内、応募書は以下の職員採用
ページから確認してください。

職員採用ページ 青森産技ホームページ
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